
歴史・文化セミナーのご案内 
近畿文化会企画・歴史街道倶楽部協力 

0120-106-718 近鉄文化サロン 

阿倍野まで 

掲載講座 
専用 

フリーダイヤル 
※携帯・ＰＨＳ等、一部の電話からはご利用いただけません。 

［その他のお問合せ・お申込みは］ 電 話（06）6625-1771 

【講   師】  
           
   

【時   間】  
   

【受 講 料】 

. 
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※各講座とも当日の教室（5階15番）での受付は講座開始の３０分前からです。※価格は税込価格を表示しています。また、割引の併用はできません。 

２０２６年９月～１１月 

文化会会員様のお申込み・お問合せは 

（06）6775-3686  TEL 近畿文化会事務局 

文化会会員様のお申込み・お問合せは 

（06）6775-3686 

お寄せいただいた個人情報は、申込者へ

の連絡、発送、集計のみに使用し、それ

以外の利用はいたしません。 

（06） 6625-1771 
〒545-0052  大阪市阿倍野区阿倍野筋2-1-40 and4階 
〔受付時間〕10：00～18：30   
        （日曜日は10：00～16：00） 
 
※9：45～10：00までにご入館の方は東入口をご利用ください。 
 
※休業日：7/29(水)、8/11(火・祝)～15(土)、8/30(日)、31(月) 
10/29（木）～10/31（土）は、受付業務を休ませていただきます。 

 [受講のお申込みは] 

 ●事前にご予約のうえ、実施日の５日前までにご入金手続きをお済ませ 

   ください。 

 ●近鉄文化サロンホームページからご入会・ご入金いただけます。 

   ※WEBでお手続きの場合、入会金無料で会員登録ができ、1回につき 

    会員価格からさらに500円割引でご受講いただけます。 

 ●各講座とも満員になり次第締め切らせていただきます。 

   ※ただし、一定の人数に満たない場合は、講座を中止させていただく 

    こともございます。  

WEBでご予約から入金までできるようになりました 
お問合せは 「近鉄文化サロン阿倍野」 
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近畿文化会会員様・歴史街道倶楽部会員様は、 
会員カードご提示で会員価格にて承ります。 

※お申込みの受付は、７月１日（水）から開始します。  WEBからのお申込みがお得です。 

＜WEB＞でのご入金 

 ・・・1回のお申込みにつき500円割引 
   

＜店頭＞9月28日 (月) までのご入金 

 ・・・300円割引 

＜WEB＞でのご入金 
 ・・・1回のお申込みにつき500円割引 
   

＜店頭＞8月29日 (土) までのご入金 

 ・・・300円割引 

帝塚山大学文学部教授   
清水 昭博 
   

13：30〜15：00 
   

会員2,310円、一般2,860円 

【講   師】  
           
   

【時   間】  
   

【受 講 料】 

最澄と空海 

【講   師】  
           
   

【時   間】  
   

【受 講 料】 

桜井市纒向学研究センター所長 
寺沢  薫 
   

13：30〜15：00 
   

会員2,310円、一般2,860円 

＜WEB＞でのご入金 

 ・・・1回のお申込みにつき500円割引 
   

＜店頭＞11月2日 (月) までのご入金 

 ・・・300円割引 

京都女子大学名誉教授  
瀧浪 貞子 
   

13：30〜15：00 
   

会員2,310円、一般2,860円 

金箔瓦の誕生 －信長・秀吉の構想－ 

銅鐸の世界 

 比叡山に天台宗を開創した最澄（伝教大師）と高野山に真言宗を開いた空海
（弘法大師）。804年、二人は遣唐使船に乗って中国に渡りました。この時、す
でに名声を得ていた最澄に比して、空海は名も無き一僧侶にすぎませんでした。
しかし帰国後、天皇や貴族たちが関心を持ったのは、空海がもたらした密教で
した。そこで最澄は空海から密教の伝授を願い交遊を深めますが、結局は決別
します。ところが、この両者の決別こそ、平安新仏教が開かれる端緒となった
のでした。二人の生き方やその影響について考えてみましょう。 

 安土桃山時代（1573～1603年)に突如として誕生した「金箔瓦（きんぱくかわ
ら、金箔を貼った瓦）」。今回の講座では、話題のドラマにちなみ、織田信長や
豊臣秀吉の時代に誕生・流行し、信長の安土城や秀吉の大坂城、伏見城などで使
用された日本独自の瓦である金箔瓦の歴史について、中国明の宮殿に採用された
黄釉（おうゆう）瓦や安土城の瓦づくりに参加した明人とのかかわりなど、東ア
ジア史的な視点から迫ります。 

 「銅鐸」というあの異形な物体を博物館で眼にされた方は少なくないでしょう。
弥生時代に鋳造されて稲作のマツリに使われた祭器だと言われてきましたが、い
ぜん謎深き考古遺物です。本講座ではその銅鐸の本質解明に挑戦します。銅鐸の
もつ観念の世界と哲理を、描かれた絵画や図像、文様から読み解きます。21世紀
の現在、銅鐸に秘められた弥生人たちの思いと祈りは今こそ受け継いでいくべき
だと思うからです。 
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お申込みはこちらから 


